
鈴鹿工業高等専門学校 開講年度 平成29年度 (2017年度) 授業科目 応用物理Ⅱ
科目基礎情報
科目番号 0049 科目区分 専門 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 生物応用化学科 対象学年 4
開設期 通年 週時間数 2
教科書/教材 教科書：「新編　物理学」藤城敏幸　東京教学社
担当教員 三浦 陽子
到達目標
古典力学および電磁気学の基礎を理解し，それらに関連した諸物理量を求めるために数学的知識に基づいて問題を式に表すことができ，解を求
めることができる．
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 未到達レベルの目安

評価項目1 古典力学に関する微積分を用いた
応用問題を解くことができる.

古典力学に関する微積分を用いた
基本問題を解くことができる.

古典力学に関する微積分を用いた
基本問題を解くことができない.

評価項目2 電磁気学に関する微積分を用いた
応用問題を解くことができる.

電磁気学に関する微積分を用いた
基本問題を解くことができる.

電磁気学に関する微積分を用いた
基本問題を解くことができない.

学科の到達目標項目との関係
教育方法等
概要 物理は自然界の法則，原理を学ぶ学問であり，専門科目を学ぶための重要な基礎科目である．本講義では，微分，積分

，ベクトルを使い，大学程度の物理を学ぶ．古典力学および電磁気学を学ぶ.

授業の進め方・方法
・第１週～第３０週までの内容はすべて，学習・教育到達目標（Ｂ）＜専門＞およびJABEE基準1(2)(d)(1)に相当する
．
・授業は講義形式で行う．講義中は集中して聴講する．
・「授業計画」における各週の「到達目標」はこの授業で習得する「知識・能力」に相当するものとする．

注意点

＜到達目標の評価方法と基準＞下記授業計画の「到達目標」を網羅した問題を２回の中間試験，２回の定期試験で出題
し，目標の達成度を評価する．達成度評価における各「知識・能力」の重みは概ね均等とする．随時演習課題の提出を
求める．各試験と課題の評価結果が百点法で６０点以上の場合に目標の達成とする.
＜学業成績の評価方法および評価基準＞前期中間，前期末，後期中間，学年末の４回の試験の平均点を８０％，課題の
得点を２０％として評価する．定期試験で６０点を取得できない場合には，再試験を行う場合がある（６０点を上限と
して評価する）．学年末試験においては再試験を行わない．
＜単位修得要件＞学業成績で６０点以上を取得すること．
＜あらかじめ要求される基礎知識の範囲＞３年生までに習った数学および「物理」「応用物理Ⅰ」の学習が基礎となる
教科である．
＜レポート等＞理解を深めるため，必要に応じて，演習課題の提出を求める．
＜備考＞本教科は後に学習する応用物理学（専攻科）の基礎となる教科である．

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 質点と質点の位置，ベクトル，速度と加速度 1. 質点の位置を表記でき，速度，加速度を求めること
ができる．

2週 運動の法則 2. 運動の３法則を説明できる

3週 簡単な運動 3. 簡単な運動の運動方程式を立てて解くことができる
．

4週 抵抗を受ける運動 4. 抵抗のある運動の運動方程式を立てて解くことがで
きる．

5週 仕事と運動エネルギー 5. 仕事と運動エネルギーの関係を理解できる．

6週 保存力と位置エネルギー 6. 保存力場での位置エネルギーを理解し，力学的エネ
ルギー保存則を用いた計算ができる．

7週 万有引力 7. 万有引力を理解して宇宙速度を求められる．

8週 前期中間試験 これまでに学習した内容を説明し，諸量を求めること
ができる．

2ndQ

9週 束縛運動と摩擦，相対運動と見かけの力 8. 摩擦のある運動の運動方程式を解くことができる
．慣性力を説明できる．

10週 質点系の運動 9. 運動量と力積を説明でき，運動量保存則を用いた計
算ができる．

11週 質点系の角運動量と運動エネルギー 10. 角運動量と力のモーメントを説明できる．

12週 剛体にはたらく力と力のモーメント 11. 剛体にはたらく力と力のモーメントによる運動を
記述できる．

13週 固定軸の周りの剛体の運動 12. 剛体の回転運動を記述できる．
14週 慣性モーメントの求め方 13. 剛体の慣性モーメントを求めることができる．
15週 剛体の平面運動 14. 重心と回転の運動方程式を立てることができる．
16週

後期 3rdQ

1週 クーロンの法則と電場 15. クーロン力と電場を理解し，諸量を計算できる．

2週 ガウスの法則 16. ガウスの法則を用いて電場を求めることができる
．

3週 電位 17. 電場から電位を求めることができる．

4週 導体の静電的性質，電気容量 18. 導体の性質を理解し，電気容量を求めることがで
きる．

5週 静電エネルギー，誘電体 19. 静電エネルギーを計算でき，誘電体を入れた電気
容量を求めることができる．

6週 電流と電気抵抗 20. 電流の意味を説明でき，オームの法則を用いた計
算ができる．



7週 ジュール熱，キルヒホフの法則 21. 電気回路について理解し，電流や電圧を計算でき
る．

8週 後期中間試験 これまでに学習した内容を説明し，諸量を求めること
ができる．

4thQ

9週 磁石と磁場，磁性体 22. 磁石と磁場に関する基礎知識を説明できる．

10週 電流のつくる磁場 23. ビオ・サバールの法則またはアンペールの法則を
用いて磁場を求めることができる．

11週 電流が磁場から受ける力 24. 磁場中での電流や荷電粒子の挙動を記述できる．
12週 電磁誘導 25. 電磁誘導の法則を説明できる．
13週 インダクタンス 26. 自己誘導または相互誘導の性質を説明できる．

14週 交流と交流回路 27. 交流の特徴を説明でき，回路における諸量を計算
できる．

15週 変位電流とマクスウェルの方程式 28. これまでの学習を踏まえ，マクスウェルの方程式
を説明できる．

16週
モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週
評価割合

試験 課題 相互評価 態度 発表 その他 合計
総合評価割合 80 20 0 0 0 0 100
配点 80 20 0 0 0 0 100


